
〝より喜ばれること〟を

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

守
山
区
を
彩
る
「あ
お
」
作
品
募
集
中

守
山
文
化
祭

Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

�
・�
日

守
山
文
化
小
劇
場
で
開
催

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

来
月
１
日

金
城
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

子
ど
も
の
問
題
を
考
え
る
会

�
日

中
央
公
民
館
で
上
映
会
と
講
座
な
ど

                     

                     

                     

                     

ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ら

ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
（
グ
リ
ス
）

　
小
幡
南
一
ノ
二
四
ノ

一
〇
　
ア
ク
ロ
ス
小
幡

一
階
　
　
　
　
　
　
　

　
居
心
地
の
良
い
サ
ロ
ン
づ

く
り
―
。
季
節
や
ト
レ
ン
ド

を
踏
ま
え
た
上
で
、
お
客
さ

ん
の
要
望
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

と
な
る
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を

心
掛
け
て
い
る
美
容
室
。

　
在
籍
し
て
い
る
ス
タ
イ
リ

ス
ト
十
人
の
う
ち
、
七
人
が

十
年
以
上
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の

好
み
や
悩
み
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
併
せ
て
〝
お
客
さ
ま
に
、

よ
り
喜
ば
れ
る
こ
と
〟
に
励

ん
で
い
る
。

　
「
季
節
に
よ
っ
て
服
が
変

わ
る
の
と
同
じ
く
、
カ
ッ
ト

や
パ
ー
マ
、
カ
ラ
ー
な
ど
で

お
し
ゃ
れ
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
同

店
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ら
。
薬
剤

に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
髪

が
傷
ま
な
い
も
の
を
積
極
的

に
使
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
「多
く
の
方
に
、安
心

で
居
心
地
が
良
い
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
サ
ロ
ン
づ
く
り

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
オ

ー
ナ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
後

藤
真
さ
ん
�
�
。
本
紙
読
者

へ
特
典
と
し
て
、
新

規
の
人
に
限
り
・
初

回
の
み
全
メ
ニ
ュ
ー

三
〇
％
オ
フ
に
し
て

く
れ
る
と
の
こ
と
。

　
毎
週
月
曜
定
休
。

営
業
時
間
は
午
前
九

時
―
午
後
七
時
、
金

曜
は
午
後
八
時
ま

で
。
☎
（
７
９
４
）

４
０
０
７
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
、
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方

を
紹
介
し
、
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
小
竹
　
陽
仁
く
ん

（
こ
た
け
・
は
る

と
）
Ｈ
�
・
５
・
�

生
ま
れ
＝
小
六
町
＝

　
▽
パ
パ
と
マ
マ
の

子
ど
も
に
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
☆
明

る
く
元
気
に
育
っ
て

ね
♪

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

〝みんなも応募して
ね〟とモリスちゃん

みんなで創る夢舞台―守山文化祭

世界大会の経験を生かして…とメンバーら

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

人
々
で
賑
わ
う
名
古
屋
の
栄
に

て
カ
メ
ラ
を
構
う
き
よ
う
秋
祭

　

深
水
　
十
馬

災
害
で
秋
祭
な
き
故
郷
や
遠
く

に
あ
り
て
復
興
い
の
る

　

高
橋
　
正
幸

獅
子
舞
を
笛
に
合
は
せ
て
父
舞

ひ
き
月
影
冴
ゆ
る
鎮
守
の
杜
に

　

岩
田
佐
智
子

買
ひ
く
れ
し
ソ
ー
ダ
水
の
瓶
握

り
締
め
祖
父
に
付
き
ゐ
き
か
の

秋
祭
　

菊
池
　
隆
子

黄
金
な
す
稲
穂
の
波
を
か
き
分

け
て
秋
祭
の
山
車
ゆ
ら
ゆ
ら
れ

来
る
　

中
村
不
早
子

初
さ
ん
ま
長
き
器
に
盛
ら
れ
く

る
木
の
香
の
に
ほ
ふ
和
食
の
店

に
　

松
原
　
弘
子

い
ま
一
度
出
掛
け
て
み
た
し

「
飯
田
線
秘
境
七
駅
探
訪
」
の

旅
　

加
藤
　
繁
子

参
道
の
側
溝
流
れ
る
水
の
音
東

照
宮
の
杜
に
ひ
び
け
り

　

森
　
　
勝
子

秋
彼
岸
の
朝
も
や
の
中
群
れ
咲

け
る
紫
苑
は
杳
き
ひ
と
の
面
影

　

柴
崎
　
郁
子

栗
御
飯
ふ
っ
く
ら
炊
く
に
容
赦

な
く
甘
過
ぎ
と
わ
が
息
子
の
言

へ
り
　

加
藤
　
静
子

ス
ー
パ
ー
の
吹
貫
に
吊
る
は
悠

た

悠
と
「
空
飛
ぶ
鯨
」
誰
が
描
き

に
し
や
　

岡
　
美
沙
子

　
新
し
い
魅
力
を
発
掘
―
。

「
守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
催
し
て
い
る
同
係
（区

役
所
地
域
力
推
進
室
内
）
で

は
、
作
品
を
募
集
中
。
本
年
度

は

「
守

山

区

を

彩

る

『
あ

お
』
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
二
月

二
十
八
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

　
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
深

め
て
も
ら
う
目
的
の
ほ
か
、
作

品
は
今
後
の
広
報
・
記
録
資
料

に
も
活
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

守
山
区
内
を
撮
影
し
た
未
発
表

写
真
で
、
青
色
が
入
っ
て
い
れ

ば
被
写
体
は
自
由
。
誰
で
も
一

人
三
点
ま
で
応
募
で
き
る
。

　
応
募
は
①
写
真
（
四
つ
切
、

四
つ
切
ワ
イ
ド
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
い
ず
れ
か
）
②
写
真
デ
ー
タ

（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
、
解
像
度
３

０
０
ｄ
ｐ
ｉ
以
上
）
③
応
募
票

（
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ほ
か
、
区

役
所
な
ど
で
配
布
中
）
を
同
係

へ
提
出
。
送
付
先
＝
〒
４
６
３

―
８
５
１
０
（
住
所
不
要
）
守

山
区
役
所
地
域
力
推
進
室
・
写

真
コ
ン
テ
ス
ト

係
。

　
写
真
デ
ー
タ

は
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
を

郵
送
・持
参
、ま

た
は
メ
ー
ル
で

送
付
。
メ
ー
ル

＝
ａ７９６４５２４
＠

ｍ
ｏ
ｒｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ．
ｃｉｔ
ｙ．
ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｙ

ａ．ｌ
ｇ．ｊ
ｐ
＝
の
場
合
は
２
・
３

�
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
査
に
よ
り
、
最
優
秀
賞

（
商
品
券
一
万
円
、
賞
状
）
を

は
じ
め
と
し
た
賞
が
贈
ら
れ
る

ほ
か
、
応
募
作
品
の
展
覧
会
も

来
年
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
係
＝
☎

（
７
９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

　
金
城
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
ワ
イ
ア
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
（
中
日
新
聞
社
な

ど
後
援
）
が
十
二
月
一
日

（
土
）
、
同
大
＝
大
森
二
＝
ア

ニ
ー
・
ラ
ン
ド
ル
フ
記
念
講
堂

で
開
か
れ
る
。
午
後
五
時
半
開

演
、
同
四
時
四
十
五
分
開
場
。

　
同
大
グ
ル
ー
プ
の
前
身
は
、

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年

に
金
城
学
院
中
で
日
本
初
と
し

て
誕
生
し
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ

イ
ア
。
現
在
は
一
―
四
年
生
の

二
十
一
人
が
在
籍
し
、
社
会
福

祉
施
設
な
ど
で
演
奏
を
披
露
。

こ
と
し
八
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン
ズ
で
催
さ
れ

た
「
第
�
回
ハ
ン
ド
ベ
ル
世
界

大
会
」
へ
も
参
加
し
た
。

　
今
回
の
曲
目
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
「
星

に
願
い
を
」
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

の
鐘
」
ほ
か
全
十
六
曲
。
部
長

の
大
竹
佑
奈
さ
ん
（
四
年
）
は

「
天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
も
呼

ば
れ
る
音
色
を
、
ぜ
ひ
聴
き
に

き
て
く
だ
さ
い
」
と
多
数
来
場

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自

由
）
千
五
百
円
。
未
就

学
児
は
入
場
不
可
。
同

大
の
窓
口
を
は
じ
め
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ス
ポ
ッ

ト
や
主
要
コ
ン
ビ
ニ
で

発
売
中
。

　
問
い
合
わ
せ
は
金
城

学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
ワ
イ
ア
＝
携
帯
０
８

０
―
４
５
４
９
―
６
１

３
９
（平
日
、午
前
九
時

半
―
午
後
五
時
）＝
へ
。

　
区
内
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
な
ど
出
演
の
「
守
山
文
化

祭
　
Ｏ
Ｎ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
が

十
七
（
土
）
・
十
八
（
日
）
の

両
日
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小

幡
南
一
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
区
民
ら
の
集
ま
り
同
祭
委
員

会
と
、
区
役
所
ほ
か
が
主
催
。

伝
統
芸
能
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
芸
術
文
化
活
動
を
受
け
継
い

で
育
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い

く
発
表
の
場
に
な
る
よ
う
毎
年

開
か
れ
て
い
る
も
の
。

　
十
八
回
目
の
こ
と
し
も
〝
み

ん
な
で
創
る
夢
舞
台
〟
を
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
、
三
十
九
組
が
登

場
。楽
器
演
奏
や
歌
、舞
踊
や
ダ

ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
す
る
。
ま
た
六
十
年

ほ
ど
前
に
作
ら
れ
、
復
活
を
望

む
声
も
あ
る
「
守
山

音
頭
」
を
、
み
ん
な

で
一
緒
に
踊
っ
て
楽

し
む
特
別
企
画
も
最

後
に
催
さ
れ
る
。

　
入
場
無
料
。
両
日

と
も
午
前
十
時
半
―

午
後
四
時
半
、
午
前

十
時
開
場
。
問
い
合

わ
せ
は
守
山
文
化
祭

委
員
会
事
務
局
（
区

役
所
地
域
力
推
進

室
）
＝
☎
（７
９
６
）

４
５
２
４
＝
へ
。

　
子
ど
も
の
問
題
を
考
え
る
会

名
古
屋
（
桑
本
い
づ
み
代
表
）

は
二
十
五
日
（
日
）
、
中
央
公

民
館
＝
尾
張
旭
市
東
大
道
町
山

の
内
二
四
一
〇
ノ
二
＝
で
上
映

会
と
自
律
訓
練
法
講
座
ほ
か
、

子
育
て
を
支
援
す
る
催
し
を
開

く
。
参
加
無
料
。

　
同
会
は
二
〇
〇
三
（
平
成
十

五
）
年
、
不
登
校
や
発
達
障
が

い
と
い
っ
た
子
ど
も
の
心
の
問

題
に
悩
む
親
た
ち
が
つ
な
が
っ

て
活
動
を
開
始
。
ま
た
、
催
し

は
愛
知
県
教
育
委
員
会
な
ど
が

後
援
。
二
部
構
成
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
通
り
。

　
①
午
後
十
二
時
半
―
同
三
時

＝
発
達
障
が
い
の
青
年
を
描
い

た
映
画
「
ア
イ
ム
ヒ
ア
　
僕
は

こ
こ
に
い
る
」
上
映
と
自
律
訓

練
法
講
座
②
午
後
三
時
十
分
―

同
四
時
四
十
分
＝
子
育
て
や
自

分
自
身
の
悩
み
な
ど
を
話
し
合

う
グ
ル
ー
プ
相
談
会
。

　
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加

希
望
の
部
（
①
の
み
・
両
方
）

・
子
ど
も
の
年
齢
を
明
記
し

て
、
〒
４
４
５
―
０
０
５
６
、

西
尾
市
斉
藤
町
新
田
五
六
、
子

ど
も
の
問
題
を
考
え
る
会
名
古

屋
・
�
さ
ん
宛
て
。
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
＝
０
５
６
３
（
�
）
５

４
３
７
＝
に
送
信
。

　
託
児
（
一
歳
以
上
の
未
就
学

児
で
要
予
約
、
一
人
五
百
円
）

あ
り
。
問
い
合
わ
せ
は
�
さ
ん

携
帯
＝
０
９
０
―
１
６
２
４
―

３
１
２
１
＝
へ
。

　
◇
レ
モ
ン
展

　
�
日
（火
）―
�
月
２
日
（日
）

ま
で
、
前
９
―
後
４
・
�
、
東

谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７

３
６
）
３
３
４
４
。
レ
モ
ン
に

関
す
る
ミ
ニ
知
識
、
情
報
や
解

説
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。
※
�

日
・�
日
（月
）は
休
園
日
。無
料

　
◇
健
康
体
操

　
�
日
（
火
）
後
１
・
�
―
２

・
�
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７

９
３
）
６
３
３
０
。
六
十
歳
以

上
の
人
対
象
。
当
日
自
由
参

加
、
初
め
て
同
会
館
を
利
用
す

る
場
合
は
手
続
き
（
利
用
証
の

交
付
）
要
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
金
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」
の
皆
さ
ん
が
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
修
理
。
一
般
対
象
。
無

料
（
修
理
不
可
や
部
品
代
百
円

程
度
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
）

　
◇
お
は
な
し
会

　
�
日
・
�
日
（
土
）
後
２
・

�
―
３
、
守
山
図
書
館
☎
（
７

９
３
）
６
２
８
８
。
紙
芝
居
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。
幼

児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
志
段
味
図
書
館
ま
つ
り
・

歌
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
�
日
（
日
）
後
４
―
５
、
志

段
味
図
書
館
☎
（
７
３
６
）
６

９
０
７
。
金
城
学
院
大
学
文
学

部
音
楽
芸
術
学
科
「
リ
リ
ー
・

ミ
ュ
ー
ズ
」
に
よ
る
歌
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
小
学
生
―
一
般
対

象
。
無
料
※
同
日
は
「
志
段
味

図
書
館
ま
つ
り
」
と
し
て
、
そ

の
ほ
か
に
も
多
彩
な
催
し
。

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。
一
般
対
象
。
当
日
受
け

付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料
（
た

だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て

大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
志

段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

　
�
日
（水
）
前
�
・
�
―
�
・

�
、志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
。

※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館

☎
（
７
９
６
）
１
５
０
１
へ
。

〝と
も
だ
ち
を
つ
く
ろ
う
〟を
テ

ー
マ
に
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
ほ

か
、育
児
・健
康
相
談
も
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
第
�
回
守
山
区
福
祉
ま
つ

り　
�
日
（
日
）
前
�
―
後
３
、

ア
ク
ロ
ス
小
幡
＝
名
鉄
瀬
戸
線

小
幡
駅
前
。
※
問
い
合
わ
せ
は

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
７
５
８
）
２
０
１
１
へ
。
模

擬
店
や
バ
ザ
ー
、
福
祉
体
験
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
（
守
山
文
化
小
劇
場
）
な
ど

多
彩
な
催
し
。雨
天
決
行
。無
料

〔２〕２０１８年（平成３０年）１１月１０日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


